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第９期甲府市男女共同参画推進委員会の活動期間を終え、その成果をここに「活動報告書」
としてまとめることができましたことに、まずは感謝を申し上げるとともに、発行にあたり
一言ご挨拶申し上げます。
本委員会は、「こうふ男女共同参画プラン」に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた

取組を推進するための市民組織です。第９期推進委員会は、令和６年度と令和７年度の二年
間にわたり、活発に意見を交換しながら、31名の委員で推進活動を行ってまいりました。
振り返ってみると、この第９期の任期は、「学び」と「行動」が深く結びついた二年間だっ

たと感じております。
まず、「学び」としては、委員自らが積極的に県外へ足を運び、全国的な知見に触れるこ

とで、甲府市の課題を再考する機会を得たことが挙げられます。特に、3年ぶりに実地開催
された「NWEC（国立女性教育会館）男女共同参画推進フォーラム」への参加や、奈良県橿
原市で開催された「日本女性会議」での交流を通じて新たな気づきを得る機会に恵まれまし
た。各地で展開される先進的な取組や、多様性を尊重する社会づくりの潮流に触れたことは、
本委員会における推進活動をより深く、多角的なものへと導くものであったと感じます。
次に、こうした「学び」を形にする「行動」の面において、私たちは具体的な「自主事業」

として、様々な推進活動へ反映してきました。具体的には、推進委員による「出前講座」を
地域の自治会や各種団体等で開催し、SDGｓやジェンダー視点の防災をテーマとした寸劇を
したほか、「甲府大好きまつり」や「ぴゅあフェスティバル」への出展・参加を通じて、幅
広い世代の皆様に男女共同参画の重要性を伝えてきました。また、「男女共同参画週間」に
おける街頭啓発や「DV防止パネル展」の開催など、誰もが自分らしく生きられる社会の実
現に向けた啓発活動にも精力的に取り組みました。
男女共同参画社会の実現は、一朝一夕に成し遂げられるものではありません。しかし、私

たち一人ひとりが身近な「当たり前」を問い直し、多様性を尊重し合う姿勢を持ち続けるこ
とが、誰もが輝ける甲府市の未来を拓く大きな原動力となります。本報告書が、次期委員会
への確かな橋渡しとなり、市民の皆様と共に歩む指針となることを切に願っております。
結びに、本委員会の活動にご理解とご協力を賜りました市民の皆様、関係各位に心より感

謝申し上げ、挨拶とさせていただきます。

あいさつ

甲府市男女共同参画推進委員会
委員長 小田切進
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甲府市男女共同参画推進委員会組織

他の委員会等への推薦委員
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【令和6年度】

第9期活動のあゆみ
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【令和7年度】

第9期活動のあゆみ
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